
 

  

こんにちは、ふれディア通信編集部です。 「３月」が来ると、ちょっとホッとしませんか？ 少しずつ春を感

じられる日が増え、寒さで緊張していた体が少しずつ解放されはじめました。 体と一緒に心もふっと緩んでい

くような心地よさが感じられます。 どんどん暖かく過ごしやすくなってくれると嬉しいですね。 ３月は「弥

生」ともいわれますが、呼び名の由来は命の芽吹く様子からきているそうです。 「弥」には「いよいよ」「ま

すます」といった意味があり、「生」には「草木が生い茂る」という意味があります。 冬の間、寒さで縮こま

っていた花や草が一斉に成長する、いよいよ草木が生い茂る、ということから「木草弥や生ひ月」となり、これ

が短くなって「やよひ」と呼ばれるようになったようです。 そのほかにも、３月を表す呼び名には情緒あふれ

るものがありますのでちょっとご紹介します。 旧暦の３月は、現在の３月下旬から５月上旬になりますが、こ

の時期はちょうど桜の咲く季節。 そこから「桜月」という別名が生まれています。 桜の花には「夢のように

儚く咲く美しい花」という意味があるため、「夢見草」という別名もあるそうですよ。 そこに由来するのが、

夢見草が咲きはじめる「夢見月」というロマンチックな呼び名です。 同様に「花見月」も、桜の花が咲いて花

見をする月であることから３月の別名となっています。 どれもやわらかな響きで、華やかな春を連想させる良

い名前ですよね。 また３月には、桃の節句・ひな祭りがあります。 ひな祭りがある月という意味で、「雛月」

という異名も。 ひな人形、ひなあられ、桃の花を思い浮かべると、一気に春の気分になりますよね。 少し変

わっているところでは、「竹秋」という呼び名があります。 一見、「秋」を思い起こさせるのですが、これは

春に竹の葉が黄色く色づくため、竹にとっては秋にあたるということのようです。 ちょっと調べただけでも、

たくさんの異名があって本当に驚きました。 季節や自然を肌で感じ取り、名前に込めてきた日本人の感性は素

晴らしいですね。 皆さんも春の息吹を感じて、健やかな３月をお過ごしください。           
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